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研究成果の概要（和文）：平家物語の成立に関して、現在、読み本系諸本に属する延慶本の存

在が注目されているが、語り本系諸本の中で最も多く古態性を留めていると考えられる屋代本

(國學院大學図書館と京都府立総合資料館に分蔵)の本文がその延慶本と比較してどのような

性質の本文を持っているかを明らかにした。書誌学的調査から本書の成立年代を明らかにし、

本文の周辺本文の比較調査からその本文の特質と成立過程を推測した。 
 
研究成果の概要（英文）：Enkyobon that belongs to the yomihon category is paid to 
attention for the finished form of The Tale of the Heike now. And, Yashirobon(owned 
to the Kokugakuin University library and Kyoto huritu Synthesis library) is thought 
that approval is the oldest in kataribon category various books. We clarified what 
difference Yashirobon and Enkyobon had. We clarified the approval age from a 
historical bibliography investigation, and clarified the characteristic and the approval 
process of the text. 
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００８年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

２００９年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

２０１０年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・日本文学 
キーワード：中世文学、平家物語 
 
１．研究開始当初の背景 
 平家物語の成立に関して、現時点では、相

対的に広本系(読み本系)の延慶本が古態性を

留めているという見方が大勢を占めているが、

原平家物語とは質的・量的にどのような差異が

あるのか、またいかなる経緯を経て語り本系諸

本(十二巻本)の成立に繋がってくるのかという

問題の核心部分は、議論すらされていない状況

であった。 

 
２．研究の目的 
 上記の諸問題を解明するために、國學院
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大學が所蔵する屋代本平家物語を、書誌

学・日本語学・歴史学等の多角的な視点か

ら、学際的・総合的に研究考察することに

より、平家物語の成立と流動に関する議論

を開放し、新たなる理論を構築することが

目的である。 
 
３． 研究の方法 
 本研究課題を進めるために、以下のような

方法で研究した。 
(1),屋代本平家物語の基本的書誌調査 

 屋代本の基本的書誌調査を行い、調査結果

について討議する。研究代表者はそれぞれの

専門的知見を集め、まとめる。研究報告会は

屋代本を所蔵する國學院大学で行う。 

(2),研究史の検証 

 これまでの屋代本平家物語をめぐる研究

史とその評価について、検証し討議する。対

象とする主な研究者は以下の通りである。 

 高橋貞一・渥美かをる・時枝誠記・永積安

明・山下宏明。 

(3),百二十句本とその関係諸本の合同書誌

調査 

 百二十句本及びその関係諸本の基本的書

誌調査を行い、調査結果を発表し討議する。

調査対象は、斯道文庫蔵百二十句本、佐賀大

学鍋島文庫蔵小城本、佐賀県立図書館蔵本と

する。研究代表者はそれぞれの専門的知見を

集め、調査結果をまとめる。研究報告会は所

蔵者である斯道文庫で行う。 

(4),屋代本本文の多角的考察 

 屋代本の本文と他の諸本の本文・その他の

史料とを比較調査し、それぞれの専門分野の

視点から考察し、それを研究報告会において

発表し討議する。担当とテーマは以下の通

り。 

千明守：覚一本周辺本文の位置・一方系と八

坂系の関係について 

松尾葦江：本文流動の段階的位相差 

坂井孝一：史実と物語の関係など 

佐々木孝浩：四部合戦状本・百二十句本・屋

代本の書誌 

吉田永弘：中世の表記や語法と屋代本 

牧野淳司：宗教史的視点からの検討、剣巻な

ど 

原田敦史：覚一本と屋代本の関係 

(5),公開シンポジウムの開催 

 外部から講師を依頼し、研究分担者を含め

公開討論会を開催する。 

 
４． 研究成果 

  本研究課題の成果は以下の通りである。 

(1),現存の屋代本平家物語は紙質や体裁、用

語などが必ずしも１４冊すべて均質でない

ことがわかった。従来、巻四と巻九は真字熱

田本の取り合わせ、巻二は高野辰之蔵の時期

の補写であることが分かっていたが、今回、

巻十一も異なる書写であることが判明した。 

(2),研究史の検討により、屋代本や所謂「覚

一本系諸本周辺本文」や八坂系諸本の本文の

書誌学的調査を含めた基礎的研究が足りな

いこと、歴史学的視点からの当該諸本本文・

記事の検証が足りないこと等が判明した。今

後、さらに研究を進めるべきとの結論を確認

した。 

(3),百二十句本及びその関係諸本の調査に

より、その成立の特殊性(特に地域的な偏り)

が明らかになった。 

(4),屋代本の本文の調査により、巻十一が書

誌学的に後の時代の成立を示しているだけ

でなく、語法的にも、記事内容の点からも、

他巻とは異なり後次的要素を強く持ってい

ることが判明した。また、延慶本を含む読み

本系諸本の本文並びに覚一本を中心とする

語り本系諸本の本文と比較して、それぞれに

古態性と後次的要素とを併せ持ち、単純な直

線的系統図で示すことができない関係であ

ることが明らかになった。 

(5),日本中世史を専門とする研究者との共

同討議により、問題意識を共有化することに

よって、これまでそれぞれが蓄積してきた研

究成果を相互に検証し合い、その精度と有効

性を高めることができるのではないか、とい

う可能性を確認することができた。 
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